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粛蕪たるクスコの丘の頂に時には勝誇る勝者の雄叫

びのよう在そしてまた打ちひしカミれた敗者の魂さえ

も消え失せるような芦カミ渡る.その声の主はゲン

コ遺跡の岩場に腰をおろし色鮮やかなポンチョとチュ

ｰヨを身に縫ったケチユァ族の老人であった.たくま

しく陽焼けした顔頑強そうだ体躯高い鼻鋭さの中

にも一抹の哀愁をおびた眼小さな弦楽器を荒くれた手

で爪弾きながらこの老人は何かを語っている.その

姿と語りは平家興亡の歴史を語る琵琶法師を想わせる

インカ帝国の首都として栄えたクスコはアンデス山

脈の深い谷間を埋めていた.多くの謎と怪奇を秘めた

アンデス山脈とその中に眠るインカ帝国の足跡を求め

て旅する人が必らずと言ってよいほど杖を休めるクスコ

の市街は往時の姿をとどめて幾多の攻防の歴史を秘

めているとはとても思えないほど静かなたたずまいで

ある.往時r神の汗｣と呼ばれた金を求めた人々も

このクスコで一時の安らぎを得たであろうしそして

今も鉱物資源を求めてアンデス山脈に挑む人の中には

この由緒あるクスコで短かな休息を得た後現地へ向う

人カミ少なく狂い.

インカという言葉に胸のときめきを覚えない人は少

匁いだろう.この言葉が日本語に共通する何かをもっ

ている故かもしれないが重畳たる峻しい山厳しくそ

して美しい自然強烈でしかも独特の文化広大荏国土

を巧みに統治した王と民そして余りにも短命にすぎ

たインカ帝国への憐感の情に由来するのかもしれない.

クスコ南部の鉱床

太平洋岸のリマから海抜3,450メｰトルのクスコまで

の距離はおよそ1,170キロメｰトルである.この間

ジェット機なら50分だが山岳地帯をぬって走るバスは

26時間を要する･かつてインカの王はリマで陸揚げ

された魚を24時間勧こ食したということだカミｰ体ど

のようにして何人がかりで運んだのだろうか｡比較
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第2図

ゲンコ遺跡で見たケチュア族の

老人

ウクレレ様の楽器を手にイン

カ帝国興亡の歴史を弾き語りし

ているらしかった.ポンチョ

とチュｰヨの色彩があざやかで

ある.�
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巨大な文字が見えいささか胸をさわカミせるような狭

い谷間の飛行場に到着した.空気が薄い故かどうや

ら頭痛カミばじまりそうである.かつてスイス･アル

プスのユングフラウ･ヨッホを訪ずれた時は空気の薄

さを全く感じなかったカミ回じような高地でもアンデ

ス山脈では空気の濃度が一きわ低いのだろうか.空港

建物の入口であどげたい顔の少女が観光案内のパン

フレットを売っていた･リマのホテルの売店では600

円だったこのパンフレットはここでは400円しかも

日本語版である.

クスコの中心街に向う途中路上には無数の大きな

石がどこまでも転っていた､どうやら肉の値上り

に不満な人達の抵抗の表われらしい.リマから2目が

かりで廻送されたジｰプは私達を乗せて石ころだら

けの道路を徐行しながら20分はかり後に中心街にあ

るビイラコｰチヤ･ホテルに到着した.既に虚脱感

と頭痛が始まっている.

午前6時のクスコは肌寒くまた町は静かだがホ

テルの食堂はマチュピチュ遺跡を訪ずれる観光客で

賜わっている.6時間近くも寝たというのに体調は

元に戻っていたい.

7時50分ホテルを出て舗装道路を南東方へ向った.

快適校朝にちがいない筈なのにまだ抜け切れたい虚脱

感と軽い頭痛と睡気はどうしようもない.出発して間

℀

もなく睡りこんだのも束の間ドアに頭をぶっつけたと

たんに目が覚めてしまった.ホテルを出てからおよ

そ27キロメｰトノレ舗装道路は砂利遣に変った.

道路沿いに点在するささやかた部落一きわ高い雪山

海抜4,700メｰトルの峠を越えて330キロメｰトルクス

コを出発して7時間20分の後Katanga鉱山に到着し

た.娯楽もないこの辺境の地で鉱物資源開発に従事す

る4人の日本人技術者の顔は全く予想外に晴れぱれと

していた.

海抜4,000～4,600メｰトルのこの地域はペルｰの鉱

床区々分において西アンデス鉱床区の高原地域参金属

鉱々床帯に属する.この地域付近でやや北方へ響曲し

て北酉方へ延びるこの鉱床帯はMichiqui11ayHuanza1a

CerrodePasco校どの鉱床を含みペルｰでは最も重

要視されている鉱床帯である.

一夜明けて午前6時体調は完全に回復し爽やかに

目覚めた･8時に出発し30分後にはジｰブを降りた･

これから目的地までは馬に頼るしかない.比較的に

ゆるやかな山腹を馬は黙々と登りはじめた･普段は

馬に乗ることもないのでどうやら一番おとなしい馬

第3図Katanga鉱山

海抜4200メｰトル付近に位置するこの鉱山では

スカルン型の銅鉱床が露天掘りされている.

左上は露天掘･中央の煙の出ている建物は製

錬所と選鉱場(左側)左端の建物は宿舎

をあてカミってくれたらしい･体調も良く空気の希薄

さに別れたせいか少々の坂道を歩いても気にならない.

ゆるやかにうねる草原のような山腹を登り幾つかの尾

根を越えたからモンゾニ斑岩中に胚胎する鉛･亜鉛鉱

脈石灰岩と花筒閃緑岩との接触部に胚胎する鉛･亜鉛

のスカルン型鉱床巨大な石英脈やゴッサンを見て廻っ

た.鉛･亜鉛鉱脈にささやかた探鉱跡カミあるのは銀

を目的としたものだろうか｡今は完全にふさがってい

る小さな坑口も群も長い時を経っているように思えた.

荒々しいアンデス山脈の申にも岩石があまり露出して

いないこの付近のような女性的な姿態の部分もある.

鋭どく切り立つ岩山の麓近くに拡カミるこの侵しげな地形

を見ているうちに不図若夫婦の姿を想い浮べた.

夕刻近くKata㎎a鉱床の採掘現場を見た.白亜紀

中期の石灰岩とこれに貫入するモンゾナイトとの接触部

に胚胎するスカノレン型銅鉱床である.露天掘の壁には

緑れん石やざくろ石からなるスカノレン帯中に孔雀石と

珪孔雀石を主とする鉱石とこれを切る花南閃緑岩質の

斑岩々脈が見えるカミ酸化銅鉱を主とするこの鉱床は

およそ50メｰトル深部で硫化鉱物からなる鉱床に移り

変っている.日没近く小さな空洞に珪孔雀石の美し

い結晶が密生しているのを手に入れて現場を離れた.

谷を隔てた南側の山腹では探鉱作業カミ行われているが

今は人影も全くない･古生界や中生界を貫いて花筒閃

緑岩やモンゾナイトや花開閃緑岩質斑岩が活動したこの

地域には末だ陽の目を見ぬ鉱床カミ地下に眠っている

ことだろう.�
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策4図クスコ南方海抜4,200メｰトル付近の地形と

リャマ(首の長い動物)｡

今日もアンデスの空は快晴である.短かい滞在と

はいえ厳しい自然条件の下で疲れ果てた身も心も慰や

すものとてたいだけに見送ってくれる4人との別れは

やはり切ない｡rもうここでの生活にすっかり別れま

した｣と晴れやか泣笑顔で語ってくれた若者の去って

行く者への思いやりが一入身にしみる朝であった.

午前7時Katanga鉱山を後にした.高い峠を越え

平坦な地形カミ続く道の傍に数頭のリャマが居る.長

い首と小さな頭愛くるしい目ざしを見ていると何故

か心の安らぎさえ覚える･リャマをアンデス山中

から海岸近くの低地へ短時間で移動させると室気の

濃さに耐えきれずに殆んどが死ぬと聞いたことカミある

が環境順化は動物も人間も同じである.そしてそ

れは唯肉体的恋面ばかりではなく精神的な面でもい

えることだろう.美しいアンデスの山並みを背に生き

る姿こそリャマの本当の姿のように思える.

商業的にも行政的にもこの地域の中心となっているヤ

ウリに到着したのはKatanga鉱山を出発して丁度2時

間を過ぎた午前9時であった.ゆるやかな坂道の両側

に立並ぶ家は立派ではない.人通りも無い静かた町の

第5図Quechuaの山腹にみられるトレンチの跡

この山地にはホｰフィリｰカッパｰ型の鉱床が眠

っている.山と山との間はパンパとよばれる.

一隅に崩れ落ちた教会らしいものがある.恐らく

朽ち果てるままに放置されているのだろうが低い家並

の中に一きわ高い建物だけに佗びしさを感じさせる.

狂だらかた畠を過ぎて道路は少し広くなった.右

手に見える白い屋根は輝銅鉱や班銅鉱を採掘している

Ata1aya鉱山の建物である一ヤウリから50分ほど走っ

てQuechuaに到着した｡余り高くもない山の麓には

砂や礫からなる平らなパンパが広カミっている.

トレンチの跡の生々しい山腹を見て小高い山頂に登

ってみた.バンパの尽きた北方の丘の北側には開発

を待つスカルン型のTintaya銅鉱床があり東方には

同じ型のCorocohuayco鉱床がある.この山の下には

ホｰフイリｰカッパｰ型の銅鉱床の潜在が知られている

カミこれが掘出されるのはいつだろうか.山を下り

Corocohuayco鉱床地帯を通ってTintayaに着いた.

現地事務所に立寄って見学許可をもらい鉱床地区へ向

った.

数軒の家の困りの低い石垣は殆んど酸化銅鉱物が

付着するざくろ石･緑れん石スカルンで造られており

近くの探鉱跡は丸で芝生を敷きつめたように美しい

帥灘､

鐘1灘韮灘萎出灘…,1

第6図Corocohuyco鉱床地区の地形とトレンチ(右方)左方の白い屋根はキャンプ.

鍵議し^､簸一朝�
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線におおわれていた.この酸化帯は地表から40メｰ

トルばかり続きこの付近から200メｰトルばかり深部

までに硫化銅鉱物の鉱床カミ賦存するらしい.ゆるやか

にうねる低い丘の下に眠るこの鉱床が開発されるように

なれば今は値しい部落も活況を呈することだろう.

この鉱床の開発は外国に銅資源を依存する諸国の注目

を浴びている.

じっくりと腰を落着けて現地調査を行うゆとりはなく

忙ただしく時は過ぎた.ヤウリを過ぎ地熱発電の可能

性が検討されているというシンタｰの点在する地域を通

りクスコを目指してひたすら走り続けた.深い谷

に面する山腹の狭い段々畑には既に人影はない.陽は

沈みとっぷりと暮れた.クスコからティティカカ湖

畔の港町プノヘ向う鉄道線路に沿う道路を走っているは

ずだがもうその線路も見えない.砂利道カミ舗装道

路に変りやがてクスコ市街に入った.ホテル着午

後6時30分Katanga鉱山を出発して11時間30分のジ

ｰプの旅ではあったカミ不思儀に疲れなく体調は完壁

であった.

インカ帝国の首都クスコ

人口およそ30万人のクスコ市街はインカ帝国の都だ

っただけにどっしりと落着いたたたずまいを見せてい

る･煉瓦色の屋根に白い壁の家並と狭い石畳の道メ

タリック放近代的建物は見当らない.恐らく古い伝

統と栄光の名残りをとどめるために建物の色彩などは

か放り厳しく規制されているのだろう.由緒ある古い

都を古いままに維持することは大変だろうカミ文化的遣

産を可能な限りそのままの姿で後世に伝べようとす

る努力は素晴らしい･初めてクスコを訪ずれた人の多

くは再訪を願うということだがそれは歴史的な遺産

を持たないという理由だけでは放く誇るべき遺産を持

第7図Tintayaのキャンプ(前方の建物群)と鉱床

のある丘(手前)｡

石垣はほとんど孔雀石や珪孔雀石を含む

スカルン･この鉱床の開発には幾つかの国

が熱い視線を向けている.

っていたとしてもその多くが近代化の片隅に取残され

るかやカミては撤去される運命にさらされているように見

えカミちたのとは全く異匁りクスコが未だに解明されぬ

謎と怪奇を秘めたインカ帝国の首都としての歴史の重み

をしみじみと感じさせるからであろう.

紀元前25世紀頃から13世紀の始め興にかけて中央ア

ンデスから太平洋岸に及ぶ地域には驚嘆すべき多様な

文化カミ開花した･無土器文化に始まる先インカの文化

はやがて初めて黄金を材料として見事な工芸品を創

造したアンデス山地のチャビン文化を生み頭骸骨の変

形で知られる南部海岸地帯のパラカス文化や色彩とモチ

ｰフの素晴らしさを特徴とするナスカ文化巨石を巧み

に組合せた建造物を主とするアンデス山地のティアワナ

コ文化繊細なレｰス編で代表されるペルｰ中央地域の

チャンカイ文化荏ど現在の秀れた技術さえ遠く及ばな

第8図クスコ市街の展望.�
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いほど多くの謎を秘めた輝やかしい数々の文化を輩出し

た.考古学的研究はアンデス地域の文化がおよそ2万

年前までさかのぼることを示しているが上に述べたき

らびやかな文化の誕生の基礎が出来上るまでのおよそ

1万5,500年の間に初期の文化は一体どのように

移り変っていったのだろうか.紀元前60世紀頃から50

世紀頃にかけて野生動物の家畜化や植物の栽培化が手

がけられ紀元前30世紀に.は藺草の繊維を材料とする

織物が造られているが現在処れる文化の発祥から紀元

前60世紀興までの文化については未だに解き明かされ

ない部分が余りにも多い.インカ帝国の治世に入ると

これらの文化を継承しながら巨石文化で象徴されるテ

ィアワナコ文化の発展カミその中心になった感がある.

華麗なイスラｰム(サラセン)文化はイスラｰム軍に征

服された人々の自由への憧僚の一つの象徴として生れ育

ったものであり巨大な建造物や墳墓などで代表される

古代エジプト文化は当時のファラオ(王)の権力を基

盤として栄えたと見傲され中華人民共和国最大の建造

物である長城も単的にいえばやはり統治者の権力

が生み出した物であろう.インカ帝国の巨大枚石積み

の建造物を見る時これらを含むインカの文化はやはり

王の権力の一つの象徴のように思える･南米の原住民

として一般に知られているインディオのルｰツは明ら

かにエジプトとは全く異る日本人と同じ蒙古人種であ

りまた文化の基盤から発展過程も両者の間には深い

間係はみられそうにない.しかし何故半獣人や擬人

化された鳥獣など両者の間に極めて似通った文化創造

物があるのだろうか.同じ民族は共通の文化を持つこ

とカミ多いものだが共通の文化を持つ者が同じ民族であ

るとは限らない･テイデイカカ湖南岸に栄えたテイア

第10国ダンプｰマチャイ遺跡.

インカ皇帝の浴場と伝えられ水神信仰の揚でも

あったらしい.

第9図サクサイワマン城塞跡.

クスコを見下す丘の上にあり巨石文化の代表的

建造物の一つである.どのような方法で巨大な

石を磨き積重ねたのだろうか.

ワナコ文化がアイマラ族によって創造されこれと共通

の文化を持つインカガミアイマラ族でないことはその

一つの例であろうしこれはまた例へ異民族であろう

ともまた互に隔絶された環境に生きようとも生き

ることにより良い糧と妊る文化は逐次琢磨され校がら広

く深く拡がってゆくことを示しているように思える･

クスコからやや曲りくねった坂道を登りつめた所に

サクサイワマン城塞跡がある･巨石文化を代表してい

るようなこの遺跡は首都クスコを防備するにふさわし

く全体の規模といい石材の大きさといい実に壮大で

ある.この城塞は14～15世紀に毎日3万人の労務

者を使役しおよそ80年をかけて建造されたものといわ

れているが一体このように大きな石をどのよう枚

方法で切り出し整形し運搬して積重ねたのだろうか.

マチュピチュ遺跡の一隅に残る巨石の一部にタガネの跡

のあるものがあるがこの城塞の石の切り出しにこの方

法が用いられたとすれぱこの建造当時も現在も石の

割り方は変らない.一つ一つの石材の余りの大きさに

は息を呑むほど驚ろかされるが一方その繊細さにも

驚嘆することが多い･エジプトのピラミッドや中華人

民共和国の長城そして今目前に拡がる建造物はた

とえその建造の目的や時代は異っていても当時の統治

者の偉大な権力を誇示しているように見える.

若草の匂う広場は公式の行事カミ執り行われる場であ

りまた練兵場のような役割を果したのであろう.

その美しい緑は延々と連なる無数の巨大な石の積重な

りの堅さと冷たさを和らげている.�
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策11図謎めいた12角形の石

シンチ･ロッカ皇帝の12家族を表わすという.

この石はクスコの宗教博物館(インカ･ロッカ

皇帝の邸宅跡)の外壁にある･石の石どの間は

密着していて剃刀の刃さえ入らないがコンクリ

ｰトのようなものは使われていない.

サクサイワマン城塞跡からやや離れた山腹にダンプ

ｰマチャイ遺跡がある.この遺跡はウヌ･カンチヤと

も呼ばれインカ皇帝の浴場跡と伝えられている.常

に清水が流れ出ていることから水神信仰の場になって

いたらしい.三角形を作る放水口と逆三角形に流れる

水カミ気を引く.丸っこく独立した小さな丘の頂上に近

いことからみて地下水が絶えず湧出するとは思えない

がもしも伝えられているように清らかな水か絶えず

流れ出ていたとすれば何らかの方法で取水されたもの

カミ水路を通って流れ出す仕組になっているのかもしれ

ない.しかしその仕組は分らない.皇帝の浴場と

聞けば豪壮かつ美麗な浴場をもつ建物を想像しがちだ

がこの浴場は余りにも質素である一この浴場で湯浴

みした皇帝の人柄がこのように質素な浴場を造らせた

のかまたは当時のインカ帝国の勢力がこの浴場で示

される程度のものであったのかそれは分らない.

この任から少し離れた所にゲンコ遺跡炉ある.小

高い丘の岩に刻み込まれた様々の模様らしきもの地下

の墓場生費の血でも流すために刻まれたよう匁いわく

ありげな溝広場を取囲むように造られている座席のよ

うな石積緑の絨毯を敷きつめたような広場などから察

すると葬儀の場所であったようにも思われるカミｰ体

ここでは何が行われたのだろうか･

夕暮近くホテルのすぐ近くにあるアツシ･ルミヨク

ヘ足を向けた.ここには今は宗教博物館になってい

るインカ･ロッカ王の邸宅がある.この博物館の頑丈

た扉は既にぴったりと閉されていた｡石造建築技

術の粋を見せているこの博物館の石壁の石は奇妙に角

第12図クスコのアツシルミヨク付近の風景･

挾くうねる石畳の道と石の壁はインカ時代の

たたずまいをそのまま残している･

ばっていて一つとして同じ大きさ･形のものはなく妙

に謎めいている.そうした石の一つに世界で唯一と

言われている12角形の一きわ大きな石がある･この石

はインカの皇帝の中でも著名なシンチ･ロッカ皇帝の

12家族を表わしていると伝えられているが果して真実

はどうだろうか･前に述べた遺跡でもそうだカミこの

石壁でも剃刀の刃さえ全く通らないほど石と石とカミ

密着しておりそれらを接着･固定するための物は全く

見られない.全く隙間なくこのように石を積重ね或い

は並べるためには互に接する面カミ余程良く研磨されて

い在ければたら改いはずだが一体どのよう荏方法で

これらの大き柱石は磨かれたのだろうか･

狭い道は石畳そして両側に続く壁も石造り往時

の人々はこの堅い石畳を踏みならしながら一中央広場

へ急いだのであろう.石畳の道とその両側の石壁こ

の組合せは果して当時の建造物のしきたりとして

またはそれらの材料の入手を考慮して造られたものな

のだろうか･古来洋の東西を問わず城下町の狭く

そして直線的ではない道路は外敵の侵入を阻止する意

義を含めて造られているものだがクスコの石畳の道

と石壁はこれに加えて外敵防止拶)警報器の役目をも

っていたようにも思われる･試みに作業靴で石畳を

強く踏みつけてみると予想通りそのかん高い音は反

響した･迷路のような石畳の道を通ってサント･ド

ミンゴ修道院へ出た.足音だけが略する夕暮の道を歩

いているとインカ時代へ戻ったような錯覚さえ覚える.

足音が異常なまでに響き渡るのは室気の薄さにも原因

があるのだろうか･総延長2万5,000キロメｰトルに

及ぶインカの王道の情報家でもあったチャスキ(飛脚)

はリマとクスコの間を2目でインカ帝国北端部の�
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エクアドルからクスコまで7目で走り抜けたということ

だがその足音カミこの石畳の道を鳴らす時恐らく人

々は耳を歌でたことだろう.

サント･ドミンゴ修道院の壮大な建物とその一角にあ

るr太陽の宮殿｣の石造建築の美しさは実に素晴らしい.

インカとスペインはスペインの一方的侵略に起因して

憎しみ合いの歴史を綴ったことに違いはないかその反

面この建築にみられるような美しいものも造っている.

現在のクスコの家並の多くはインカが築いた石積の土

台の上にスペインの統治時代に建造されたと言われて

いるがこのr太陽の宮殿｣を見つめていると何故か

スペインに征服されたインカ帝国の文化の素晴らしさ

だけが胸をうつ･その素晴らしさの代素的なものの一

つが有名なマチュピチュ遺跡である.

クスコからウルバンバ川に沿っておよそ113キロメｰ

トル垂直に近い岩肌をもつ山の頂上に千古の謎を秘

めた空中都市として知られるこの遺跡がある.いつの

時代に誰が建造しいっの時代に住民が何処へ姿を消し

たか今もって判ら狂いこの城塞都市はスペインの侵略

第13図

ウルバンバ川の深い谷に面する岩山とマチュ

ピチュ遺跡のテラス状の畠･この岩山の頂

上付近にも住居跡やテラス状の畠カミあり幅

70センチメｰトル前後の道が麓から頂上まで

急峻な山腹に通じている.一般に知られて

いるマチュピチュ遺跡はこの岩山と同じよ

うな山の頂上にあり自動車はガｰドレｰル

も全くない山腹のヘヤピンカｰブの砂利道を

走りどこまで登っても足下にウルバンバ川が

見える｡

者の目にとまることも泣く1911年7月工一ル大学の

考古学者によって発見されるまでひっそりと時を重ね

ていた.ここに住んでいた人は1万人とも2万人とも

言われているカミｰきわ高い岩山の頂上で一体どの

ような方法で水を確保したのだろうか.リマからア

メリカン･ノ･イウエイを400キロメｰトルばかり南へ行

くとイカという村がある.この村のある谷には興

味深い伝説がある.時の権力者パチャクティ皇帝が村

の娘に思いを寄せたが既に愛する若者と二世を誓って

いたこの娘は恐れることなくそれを拒んだ.その純

在心と気高さに感動した皇帝はその娘にr望みのもの

を与える｣と誓った.娘はr村の人達がいつでも使え

る水を欲しい｣と申し出た.そして皇帝は即刻

4万人の兵隊を動員して灌温水路を造り娘の望みを

かなえたという.この伝説の真偽のほどは分らない.

しかし絶対的権力をもっていたであろうインカ帝国の

皇帝カミ氏を思う心と水理技術カミ国家繁栄の重要な基盤

の一つであることを如実に示すものとして興味深い.

マチュピチュの人々に潤いを与えた水がどこからどの

ような方法で確保されたがは今も謎とされているが現

在の土木技術者の想像をはるかに超える技術が駆使され

たに違いないと信ずることもインカの遺跡を訪ずれる

人々の心に安らぎを与えるものの一つになるかもしれな

い.

クスコに夜が訪ずれた･深々と更ける町の片隅の薄

明るい道傍でインディオの娘や女房カミポンチヨや民

芸品を商っている.肌寒さをこらえてしばらくその

南ないぶりを見つめていたカミ店先に足を止める人は居

狂かった､寒そうな彼女達の商たいは何時頃まで続く

第14図

マチュピチュ遺跡の石造りの家とテラス状の畠

インカの家をおおいはじめた雨雲カミ冬の気象

の変化の激しさを暗示する､右下の廃虚にみ

られるように切妻屋根と台形の入口はインカ

の典型的な建築様式である.�
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のだろうか･古の都クスコに物音は絶えた.

遍｡旦量V砒鉱山を訪ねて

リマからボリビア共和国の玄関に当るラパスヘ向う乗

客は40人ほどであった.飛び発ってすぐ快晴の太平洋

上に出たボｰイング727は間もなく東へ大きく旋回し

て厚い雲におおわれたアンデス山脈へ機首を向けた.

クスコヘ向う途中のアンデス山脈上空では少々揺れたカミ

今日のこのコｰスは気流の状態が良いのか全く揺れな

い･食事を終って煙草を切らしているのに気が付き

スチュワｰドに頼んでみたカミrこの機内では酒や煙草を

販売しておりません｣と冷たい答が返ってきた.国

際線でも機内販売をし放いフライトがあるらしい.そ

のスチュワｰドは操縦室の方へ行き間もなく戻って

来た｡rこれをどうぞ｣と彼が差出した手には紙

巻煙草カミ5本あった｡有難いことだ.天に突き刺さ

るような峯の頂上付近にささやかた畠と一握りの家並

カミ雲の裂け目から見える.厳しい自然環境の中で生

きるインディオのつつましい住居であろう.それにし

ても何故インディオは世間から隔絶されたこのよう

な土地に生活の場を求めるのだろうか.とかく便利

た生活環境に別れきっている者の目には彼等の生活態

様は異様にさえ映る.

リマを出発してからおよそ1時間後厚い雲カミ切れ

突然目のさめるようた美しい湖カミ眼下に見えた.

この湖こそ怪奇と未だ解き明かされぬ多くの謎を秘め

るインカ帝国の初代皇帝マンゴ･カパックとその妃マ

マ･オクヨを誕生したといわれるテイデイカカ湖である.

海抜3,847メｰトル世界の湖の中で最高地に位置する

南米大陸第一のこの巨大な湖は一体どのようにして

形成されまたその水はどこから供給されているのだ

ろうか.

海岸に近いリマを出て1時間20分の後に到着したラ

パスのE1A1to空港は海抜4,070メｰトルの世界第一の

高地にある.タラップを降りたとたんにまるで雲の

上を歩いているように力が抜けた｡室港待合室に酸

素ボンベカミずらりと並んでいることから察すると機外

へ出たとたんに気分カミ悪くなったり卒倒する人カミ居る

のだろう.

ラパスはボリビア最大の都市であり政治･経済等の

中心地であるため実質的には首都であるが憲法上の

首都はラパスの約800キロメｰトル南東に位置するスク

レである.一ラパス市街は室港付近から海抜3,500メ

ｰトル付近までまるで摺鉢の申に収まったように一

策15図ラパス市街とイリマニ山

ラパス市街はラパス川がアルティプラｰノを

摺鉢状に侵蝕した部分にあり海抜4,100メｰ

トル付近から3,500メｰトル付近まで家が密

集している｡空気の薄い高所は低層階級の

空気の濃い低所は上層階級の居住区.

かたまりに軒を連ね低所にゆくにつれて公共の建物

やホテノレ･高級住宅などが目につく.恐らくこのよ

うた市街のたたずまいは空気の濃度と密接な関係を保

っているのであろう.言わばr山の手｣は比較的に低

層階級のr下町｣は上層階級の生活圏ということになる.

空港から低地のホテルヘ向う途中の自動車の中でrラパ

スでは火事は発生しないし稲妻は垂直に走る｣と聞

かされたがこの話はラパスが空気の薄い高地に位置

することを良く表わしている.

頭痛と気分の悪さを我慢して市内を見物することに

した.余り広くたい市内はやたらと坂道が多く少し

急ぐと少々息切れがする.メインストリｰトのサンタ

クルス通りから狭い坂道を登ると古めかしい家カミ軒を

連ねている･恐らくインカ帝国時代の宿場町の面影

を残しているのだろう.道傍でインディオの女性が

雑貨を商っている･お定まりの山高帽と何枚も重ね穿

きしたスカｰト姿はアンデスの風物によくマッチする.

インディオは女性に限って何故帽子を愛用するのだ

ろうか.雨が降り出すとたとえ身体が濡れても帽

子だけはビニｰルにくるんで大事にするという.一説

によればスペインの侵略当時インディオの女性は

帽子を被ることを強制されたということだがこれカミ真

実とすれば帽子を売りつけることによって利潤を得る

という目的もスペイン側にあったのかもしれない.サ

ンタクノレス通りに続く7月16目通り(一蜘こはプラドと呼

ばれている)が尽きた所にサンフランシスコ広場カミあ

る.この広場に面するサンフランシスコ寺院はおよ

そ360年の歴史を刻んでどっしりと建っている.手�
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入れも余りなされていないのか鐘楼のある円形の屋根

をもつこの寺院の古めかしさは一きわ目につく.ゆ

っくりと見物するゆとりはたくホテルヘの道を引返し

た･所々に建築中の高層のホテルがこの町を訪ずれ

る人が年々増加していることを物語っている･夜の

とばりが迫るラパスは人通りが多い割には静かである.

それにしても目中にくらべて夜の何と寒いことか.

初めてこの町を訪ずれてホテルに泊る旅人は出来るだ

け低い階の部屋を望み極端な場合にはベットに寝ず

に床の上に寝るという.高さが100メｰトル以上もあ

るホテルたらいざ知らずせいぜい10数階建のホテルで

は最上階と1階とでは空気の濃さはそれほど異ならな

いと思えるのだが少しでも楽な方法を選ぶのは人間

共通の習癖らしい.

味噌汁･焼魚･ウドンの昼食を済ませてサンタクル

ス通りを空港のある台地へ向う.東アンデス山脈と西

アンデス山脈とに挾まれて海抜3,500メｰトルから4,200

メｰトノレの高地に広がるこの台地は第三紀の堆積物から

なり国土面積のおよそ3分の1(日本の面積とほぼ同じ

面積)を占めて広かっている.台地へ出て間もなく

雪におおわれた海抜6,480メｰトルのイリマニ山が見え

た.一きわ高い山は火山である.完全に舗装された

道路に沿って走る鉄道線路は赤錆びて化しい.し

かしこの線路は4,700メｰトルの峠を越えてスクレ

ヘ通じ山を越え深い谷を渡ってペルｰブラジル

アルゼンテインチリヘ続いていることからみれぱこ

の国にとっては経済面と深く係わり合う動脈の一つで

あろう.陽射しカミ弱まり少し風が吹きはじめた.

室気が薄く乾燥している故か無性に喉カミ乾く.お茶

第16図ボリバｰル鉱山

海抜4,100メｰトノレ付近に位置する.鉱脈型の

錫･鉛･亜鉛鉱床を稼行しておりVo1ati1ization

Methodで精鉱を生産している.左上は坑口

前の耕.

を飲みに立寄ったパタカマヤの食堂には先客は居たか

った.変り映えのし放い風景を見たがらどこまでも

平ら荏道を走るとつい睡くなってくる.時折ドアに

頭をぶっつけ底がら走るうち夕闇が迫った.

ラパスから220キロメｰトルこの国の錫鉱床の密集

地帯の中心地となっているオルロに到着し牟.岩肌を

むき出しにした裏山には一目900トンの鉱石を出鉱し

ているSanJose鉱山(錫･銀･鉛鉱床)があるがその

様子を見る時間はない.1,500人の従業員の多くは

恐らく仕事を終えて家でくつろいでいるのだろう.

風は強まりもの凄い砂挨が町をすっぽりと包みはじめ

た.とっぷりと暮れてしんしんと冷え込むオルロに

無気味放までに風音は止ま校い.

一夜明けた午前7時オルロから東へ向って出発する.

砂利道に身をゆすりなカミらの高地の自動車旅行も別れ

ればそれ程苦痛ではない.広々とした池に見えるフ

ラミンゴの群は一向に動く気配さえ見せず自動車の

エンジンの響きと小石を跳ねる音とが異常なまでに大

きく聞こえる･道はゆるやかに登り路面が荒れはじめ

て間もなくショベルカｰがのんびりと動いている平担

地が目に入った.砂錫を採掘しているEsta1sa鉱山で

ある.オノレロを出発してからおよそ2時間の後目的

地に到着した.ここは海抜4,015mのアンチクエラ

村である.

この付近には粘板岩･頁岩･珪質砂岩等を主とする

シルル紀のL1a11agua層(厚さ1,ユ00メｰトル)とシルル～

デボン紀のUncia層(厚さ2,000メｰトル)などが分布す

る.これらの堆積物はアンデス山脈と同じ方向に摺曲

しこれとほぼ直交するN50～70叩方向の断層で切断

･転位されている.この村にあるB01i∀ar鉱山の鉱床

はこれらの断層とこれから派生された張力断層を生

成の場とした鉱脈型鉱床であるが主脈は錫に富んでフ

ランケァイトや毛鉱を伴ない派生脈の鉱石の殆んどは

鉄閃亜鉛鉱と黄鉄鉱からなるという特徴を示す･

鉱床の性状･分布と地質構造や火成活動の時期･性状

との聞に密接な関係カミあることはよく知られているカミ

この国の錫鉱床もこれをよく表わしている.この国の

既知錫鉱床はテイデイカカ湖の東部からアルゼンティ

ンとの国境へかけて東方へ弩曲して幅80～180キロ

メｰトルの範囲内に分布しとくに第三紀の火成活動

カミ活発に行われた地域に卓越する･オルロから南東方

のポトシに至る地域は鉱床の規模や数からみてその

中心となっているカミこれらの鉱床については中生代

前期の花筒岩に伴なわれた鉱石成分カミ第三紀の火山岩�
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の活動に伴われた鉱化溶液中に吸収されて生成されたと

解釈されている.このよう注解釈は南米大陸の太平

洋岸に沿って分布するホｰフィリｰカッパｰ型鉱床の品

位が一般に高い理由としてその生成以前に生成されて

いた銅鉱床がホｰフィリｰカッパｰ型鉱床の生成時期

に溶融･吸収されたためとする解釈と共通していて興味

深い.

200人の坑内夫によって採掘された2,000トン/月の粗

鉱(SnO.3.2パｰセントZn18パｰセントPb3パｰセント

A9300グラム/トン)の半分は貯鉱半分はVolati1iza-

tionP1antで処理され品位22パｰセントの錫精鉱と鉛

精鉱･亜鉛精鉱として半分はイギリス半分はドイツ

に輸出されている｡これらの生産物は山元からテイ

デイカカ湖南岸のグアキ港までトラックここで船積さ

れてテイデイカカ湖上をペルｰのプノ港へ更に貨車に

積み換えられて太平洋岸のマタラエ港へ輸送されている

がこれらの輸送料は一体どれほどになるのだろうか.

海を持たない内陸国のきびしさを見る思いであるゆる

やかた丘の斜面に清らかな水が湧き出ている.この

水は2,000人はかりのこの鉱山部落の人々にとっては貴

重である･ボｰリング孔から偶然に湧出したというこ

とだカミ山又山のアンデス山脈では絶えることのない

美咲い水も貴重な資源の一つであろう.

オルロヘの砂利道には行き交う車も人影もない.

澄み渡る青空に山はあくまでも鋭どくそして高く一

条の砂挨だけが人の気配を感じさせる高原である.

ラパスヘの道へ出て間もなく強い風カミ吹きはじめ冷

えこみはじめた｡台地から見下ろすラパス市街には

もうぽつんぽつんと澄が打っている.摺鉢状のラパ

スの地形はアマゾン河に注ぐベニ川の一支流であるラ

第18図ティアワナコ遺跡の近くにある寺院

入口の石像はティアワナコ遺跡の出土品

第17図ラバ列ヒが砕湾メｰトル付近から兇るイリマニ山

海抜6,480メｰトルのこの山では2人の学者が

常駐して宇宙線の研究を行っている.手前の

平地は海抜約4,000メｰトノレのアルティプラｰ

ノで農耕地になっている所もある.

パス川がアルティプラｰノの東縁部を侵蝕して形成さ

れたものだカミ自然の営みはわれわれの想像以上に強

大である.自然に逆らわずそれと深く係わり合って

生きる人々の姿に考えさせられることは多い.

巨石文化発祥の地ティアワナコ

室港から北への道はかなり荒れた砂利道である.ゆ

るやかにうねりながらテイデイカカ湖へ向って下る右

手には点在する農家と畑を隔ててイリマニ山が雪に

おおわれて美しく輝やいている.ラパスから南へ向

う道路添いの風景とは異って農耕地がみられるのは長

さ180キロメｰトル幅60キロメｰトル琵琶湖の12倍

以上の面積をもつテイデイカカ湖が気温を緩和させ耕

作を可能にする程度の雨を降らすからだろう.ラパス

を出発しておよそ40分後に古めかしい町に着いた.

ここはラノ･の町ラパス発祥の地である.いわくあり

げな門を入った所に教会があった･かなり古いらしく

外観は所々いたんではいるカミ広々とした内部ではキ

リスト像の前に膝まづく人の姿があった.静かな落着

いた町である.

ラノ･からほど近い道傍に遺跡らしいものがある.

誰一人居たい平地に発掘された遺跡これこそ巨石文

化発祥の地として有名狂ティアワナコ遺跡であった.

折あれば一目見たいと願っていたこの遺跡はテイデイ

カカ湖南岸近くにあるとは知っていたがラパスからこ

れほど近くにこんな状態であるとは想像もしなかった.

長さ1,000メｰトル幅450メｰトルにおよぶこの巨大�
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策19図

ティアワナコ遺跡の半地下神殿の

床と針状人頭彫刻

この半地下神殿はrカラササヤ広

場｣の一部にある.動物の顔は

別としてアラビア人中国人

いわめる白人など様々な顔の彫

刻は全くの想像では難かしいと

思われるが当時の彫刻家はこ

れらの人種に接したことがあるの

だろうか.

放遺跡は未だその全貌を現わしてはいない･半地下

の神殿の壁には無数の首像が刻みこまれている.東

洋人の顔アラビア人らしい顔そしていわゆる白人

らしい顔これら様々狂顔は想像だけで膨れるもので

はたさそうだカミこの遺跡の建造当時既にモデルとな

第12図

ティアワナコ遺跡の石像

135mx130mのカラササヤ広場には一定間隔で

立つ高さ3メｰトル前後の巨石と巨石の間に切り

石を詰めて造った一種の入れ子積の基壇がある.

目地土を使用しないこのティアワナコの窒石積は

最古のものと推定されている.

るべき様々な人種がこの地域に居たのだろうか.階段

を登り広場を横ぎった所に有名なr太陽の門｣カミあ

った.長さ3-75メｰトル幅3メｰトルの安山岩の一

枚岩で造られている門の中央上部には鋭どく彫りこま

れた四角な顔のビラコチャ神の像がありその下には

錫杖を手にした神宮らしい像カミ王へ向って右側と左

側にそれぞれ3段8列に彫りこまれている.深く彫

りこまれた力強いこのような彫刻はクスコをはじめ他

の遺跡では殆んどみられない･紀元前後興から紀元

600年頃まで栄え700年興から派生･移動しばし･めたテ

ィアワナコ文化はそれからおよそ300年の後にはアン

デス全域に広まっているがこの間に少しづつ彫刻され

る物も彫刻の技法も美的感覚も移り変ったのかもしれな

い.

いつまで見ていても飽きないr太陽の門｣の右側に

有上から左下へ走る大きな割目カミある.一見ごく普

通の割目のようには見えるがこれは1908年に起った

地震の大きな傷跡である･この門はこの大き狂割

目から崩れ落ちたということだが創造神ビラコチャの

威信のおかげかまたはビラコチャ神の下に仕える神

官達の心が天に通じたのか美しい彫刻は殆んど傷つい

ていない曲

1個で100トン以上もありそうな石もあり将に巨

石文化の粋を見る思いがするこの遺跡でも巨石と巨石

の間には全く隙間がない.巨石を鏡肌のよ'うに磨き

そしてそれを積重ねる技術は既にこの巨石文化発

祥の地で完成していたことをこれらの石積は物語って

いる.そしてそれは栄華を極めたインカ帝国時代を�
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はるかに過ぎた現在も南米各地で生活の場の建造に

受継がれている･不毛の地と目されていたボリビア北

部でこの地を農耕に適する地と見定めた古代の人の

慈眼はどのようにして培われたのだろうか･余りに

も美しく力強いr太陽の門｣に象徴されるこの遺跡を目

のあたりにする時リャマやアルパカを飼い寒冷地に

強い馬鈴薯などを育てビラコチャ神に詣でる人々の平

和なたたずまいカミ想い出される.紀元前後から栄えて

現在たお生きつずけるティアワナコ文化その繁栄の基

礎は紀元前5世紀までさかのぼるという.

テイデイカカ湖の水面は静かであった.水深213メ

ｰトルのこの淡水湖はアンデス山脈の雪溶けの冷たい

水を集めて美しい風景を見せている･この湖にはイ

ンカの伝説を残すr太陽の島｣やr月の島｣をはじめ多

くの島が点在しまた湖畔近くには先に述べたティ

アワナコ遺跡をはじめブノワタハタホマダコパカ

バナなど多くの史跡カミありこの国やペルｰを旅する

人の多くが訪ずれる.湖畔の道は相変らず砂利遣

である.点在する村は静まり数頭のリヤマカミのん

びりと草を食んでいる.遠い昔この湖の水は轟音

を立ててラパス峡谷を刻み気も遠くなるよう校距離を

アマゾン盆地へ流れていた.現在のアルティプラｰノ

はその頃水におおわれ現在さえも8,280平方キロ

メｰトノレの面積をもつテイデイカカ湖は壮大な景観を呈

していたことだろう･時を経相対的な山岳地帯の隆

起はこの壮大な湖を片隅に追いやってしまった.

ラパス峡谷への流れは絶え周囲の隆起をともに乾燥化

は進みインカにまつわる伝説を伝えるr太陽の島｣や

r月の島｣が誕生した･インカ帝国の初代皇帝マンゴ

･カパックと妃のママ･オクヨカミテイテイカカ湖で誕生

したという伝説は地殻変動による自然の姿の移り変り

を表現しているようにも思える.

第22図テイデイカカ湖南岸付近の風景

今はもう数少なくなってしまったのかテイデイカカ

湖の風物詩に欠か世ないトトラ葦の舟は湖上になく岸

辺の所々に肪ったまま朽ち果てて見えるその残骸が一き

わ化しい.人や家畜の食料ともなるトトラ葦を編んで

造った浮島で古くからの伝統と習慣を承継いで生活

するウロス族が居るはずだカミ彼等の居住区は今走って

いる道路に添う湖岸付近ではないのかその独特の浮島

も家も全く見当らない･抜けるような青い空白く輝

やくアンデスの山々豊かな緑に包まれた神秘的な湖

偉大な自然の造形は訪ずれる旅人の目にこよなく美

しい.しかしその美しさは旅人の思いも及ばぬ厳

しさと忍耐をそこに生きる人々に強いていることだろ

う.渡し舟が紛う桟橋から少し離れた岸辺で幼子を連

れたインディオの婦人が洗濯に余念がない･顔付き

から察するとケチュア族かアイマラ族であろう･突

然物凄い音を残してモｰタｰボｰトカミ南へ走り去っ

た･静まり返った水面を伝う波に真紅の洗濯物カミ流

れた.婦人の顔に一瞬不快感カミ走った.厳しい

目付それはインカ帝国を創設し数々の繁栄をもた

らして悲運の申に滅び去ったケチュア族かティアワナ

コ文化を創造したアイマラ族の過去の栄光を胸に秘めて

細々と生きる人の顔のように見えた.

イリマニ山は力なく酉に傾きはじめた太陽の弱々し

げ放光を受けて落着いた美しさを見せている･氷に

閉ざされたこの岩山は寄り付き難い厳しい姿をしてはい

るかこの山の5,000メｰトル以上の一隅では2人の

学者カミ宇宙線の研究に没頭している.氷に閉された

世界そこには待ち佗びた春が訪ずれようとも真夏が

こようとも心を和ませるものはない･恐らくこの

ような厳しい条件の中で黙々と励む人が居ることを多

くの人は知らないだろう.華やかにスポット･ライト

を浴びて弁説さわやかに何かを語る学者も居れば人目

につかずとも懸命に励む学者や技術者も居る.そし

て多くの人の目は前者にそそカミれがちである.この

美しく険しい岩山も壮大なテイデイカカ湖が満々と水

を堪えていた往時は今の姿からは想像もつかない容貌

を呈していたことだろう･悠久の時の流れの中にあっ

て神々しいまでに美しいアンデスの山々と様々の湖は

一体どのようにその姿を変乏てゆくのであろうか.

現在の地質学は人間の生活の営みと深く係わり合う

その将来の移り変る姿について未だ言及してはいたい.

インカ帝国の興亡

昔い昔クスコ南方の寒村を旅発った4人の兄弟が居�
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た.北を目指す旅の途中3人は病死し残る1人は

悲しみに打ちひしがれなカミらも3人の魂に守護され

導かれ祖カミら旅を続けた後クスコに着いた･ここを

定住の地と定めたこの若者は天性の智謀を最大の武器

として次第に住民を手荷づけゆるぎない勢力を手

中にして遂にインカ帝国を創設するに至った･こ

れはインカ帝国初代の皇帝となったマンゴ･カパックと

インカ帝国創設を伝える伝説であるが苦しい旅を続け

る若者どこれを守る兄弟の塊とを中心とするこの伝説は

東洋人カミもつ伝説に似通っていて興味深い.

第9代皇帝パチャクティの治世下に急速に成長した

インカ帝国は90万平方キロメｰトルに及ぶ国土を領有

する大帝国となり1471年から22年間にわたる第10代皇

帝トハ･インカの治世に隆盛を極めはしたものの元は

と言えばクスコ付近の小さ狂勢力に過ぎたかったインカ

帝国にとっては被征服民族の反抗を押えることもまま

ならぬほど拡がった領土の保全は容易ではなく更に

帝位継承問題に係わる内部の混乱もあって次第に完

全に統一された国家としての体質は弱まりはじめた･

この衰亡の兆しは植民地の確保と拡張を目指していたス

ペインの好餌と狂り1532年フランシスコ･ピサロと

その盟友アノレマグロが率いるスペイン軍の侵略戦争を誘

発するに至った.時の皇帝アタワルパは捕えられ多

額の身代金によって一旦は赦放されたもののピサロの

手によって既に殺害されていた異母兄弟のワスカルを殺

害して帝位を強奪したという冤罪を理由に再び捕えら

れ間もなく刑場の露と消えた･美しい自然に青く

まれた人々のピサロの裏切り行為に対する怒りは激しく

アタワルパ皇帝を慕う彼等はピサロヘの反抗の狼火を

上げた.しかし帝位継承を餌にマンゴ･インカを中

心とするワスカル派を手なづけたピサロ軍に敢え放く敗

れ1534年3月ピサロの新生クスコ創設によってイ

ンカ帝国に対する侵略戦争は一応終末を迎えた･

しかし自国に対するスペイン軍侵略の最大の協力者で

あった筈のマンゴ･インカはインカ帝国皇帝としての

権力の座を手中にすることなく送る日々が宣しく皇帝の

座への執着心の昂まりを押えきれず遂にスペイン軍

に対して戦を挑んだ･その戦の末に訪ずれたものは

敗戦そしてビノレカバンバヘの逃避であった･峨々

たる山並みを越え谷を渡り都落ちする武将の姿は哀

れである.アマゾン河に注ぐウルバンバ川の支流であ

るビルカバンパ川の更に奥深いパンバコナ川とチョンタ

バンパ川の合流点に居を構えたマンゴ･インカはそそ

り立つ岩山と深い谷間を流れるせせらぎに何を想いな

がらその生涯を閉じたのだろうか.朽ち果てて今は訪

ずれる人もいないこのインカ帝国終焉の地はひっそり

と草木にすっぽりとおおわれて眠りつずけている･

インカ帝国のルｰツは古い.しかし初代皇帝マン

ゴ･カパックから第6代皇帝インカ･ロカまでは伝説上

の人物であり第7代皇帝ヤワル･ワガツクと第8代皇

帝ビラコチャ･インカもクスコ地方にささやかな王国を

統治するにすぎ放かった.インカ帝国としての歴史を

1438年に即位したパチャク皇帝カミ領土を拡張して帝国の

基礎を確立してからアタワルパ皇帝が処刑された1533年

までとみれぱ驚異的た文化と権勢を誇ったインカ帝国

はわずか95年で滅亡したことにたる.

r太陽の渇き｣を潤ぼすために戦を挑んで得た他国

の捕虜を生費として神に捧げたアステカ人可憐な乙

女の胸を切り割いて取出した心臓を神への生費として捧

げ黄金をr神の糞｣と見傲したマヤとは違って太陽

神への生費として動物を捧げ黄金をr神の汗｣と見傲

したインカは文化史上に不滅の名を残すこれら3王国

の中では最も平穏的な国であったように思えるが神

官･貴族･平民の3階級に区分された民の自由と尊厳さ

を認めない神権国家であったことは否めない｡名もな

い寒村を後にした若者に始まるインカ帝国は現代の科

学をもっても未だ解き明かせ在いほどの高度な文化を生

みなカミらわずか100年の歴史をもって泡沫と消えた.

余りにもイ夢いその歴史を迫るときそして美しく厳し

い自然に青くまれた人々の純な心を想うとき憐悪の情

は尽きない.余りにも抗い領土における被征服民族の

反抗スペインの侵略そして帝位継承をめぐる権力者

の争そいインカ帝国滅亡にはこうしたもろもろの要

因カミあったことを知る･しかしその最大の原因は

一体何だったのだろうか･インカ帝国に係わる数々

の記録を迫るとき帝位継承に係わる法律･規定カミ金く

見当ら狂いことに気がつく.流れ去る歴史を実質的に

後戻りすることは所詮できないことだがもし帝位継

承権が確立されていたならばマンゴ･インカがスペイ

ン軍に走りそして皇帝の座を夢見ることもなかった

であろうしインカ帝国はかなり異なった歴史を辿った

であろう.インカ帝国は滅亡しスペイン軍は戦勝の

祝盃に酔った.しかしクスコにおける権力の座に執

着したアルマグロは盟友ピサロに反目し戦の末に刑場

へ引出される身とたりそれから3年の後ピサロもア

ルマグロ派によって暗殺された･いつの世も営と権

力に執着する者の末路は哀れである.

慌ただしい調査行の一時現地を離れる直前の短かな

時間を利用して見た幾つかの遺跡は巨石文化の素晴ら�
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しさと波乱万丈の歴史を辿ったインカ帝国の怪奇と謎

と悲哀をこめて今後も多くの旅人に杖をひかせること

だろう･絞首刑の跡の生々しいワヌコビエホ遺跡の神

殿には名も知れぬ薄紫色の草花カミひっそりと咲きま

るで死者の魂を呼び戻すかのように激しい音を立てて

嚢が吹きつけていた.リマから南へ30キロメｰトルば

かりの海岸近くに残るパチャカマ遺跡のアクヤコｰナ

(太陽の処女の館)の高い石壁と狭い石畳の道そして崩

れ落ちた神殿の跡は値しい.ティアワナコをはじめと

する数々の遺跡は実に素晴らしい･しかし巨石建造

物や水路が示す土木工事や金銀細工や繊維製品が示す

インカ帝国の文明には文字を示すものは全くない.

文明は文字を生み文字は文明を栄えさせる基礎と在る

という固定観念カミ私達にはあるカミ何故驚異的な文明

をもったインカは文字をもたなかったのだろうか.イ

ンカが常用した物の代表的なものの一つにキｰプと呼

ばれるものカミある･親紐に何本もの紐を垂らしただけ

のキｰプには様々の結び日かある･元々は数字を表

わす物として創作されたものらしいカミ後には記憶だ

けに頼ることの不確実さを補うためにも使用されたらし

い.しかしいかにインカの人々が秀れていたとして

も記憶やキｰプだけで記録をとどめたり意志の疎通を

はかるのは困難であったにちがいない･プレインカか

らインカ時代までの土器には風景や繊細･綾密に面か

れた絵は在く全く例外がないと言ってもよいほど動

第24図パチャカマ遺跡のアクヤコｰナ

(太陽の処女の館)

高い石壁と狭い石畳の道は冷たさ

を感じさせる｡上方が狭く下方が

やや広い出入口や門はインカの建

物の特徴の一つである.パチャカ

マはティアワナコ文化発展の一つの

中心であったと見傲されている.

第23図ワヌコビエホ遺跡の神殿

海抜4,000メｰトルの広大な沖積台地の縁にある

この遺跡にはこの神殿の他に住居ホテル

倉庫浴場などが残っているカミ基は全く見つかっ

ていない.rインカの遺跡に墓がなくプレイン

カの遺跡に住居がない｣を裏付けているようであ

る.

物･魚･植物そして様々な顔と表庸の人物が線画に近い

単調さで面かれている･これらの画をし一つと見つめ

ているとその画カミ付かを語りかげてくるように思えて

くる･多くの人はこれらの画の素朴さに魅かれるとい

うカミ講にも画けそうなこれらの画はもしかすると

キｰプでは表現でき狂いことを補う手段の一つとして広

く面かれたのではなかろうか.

インカ帝国は巨石文化を継承･発展させ土木工事

に巧みな技術を駆使したものの美術面ではこれらほど

の素晴らしさを残してはいない.その最大の原因は

強大な帝国の創設と保全にあったと克傲すことカミできる.

帝国の創生期インカは遠征先でかなりの残虐行為を

行って被征服民族に恐肺心を抱か章る一方小国間の抗

争･反目につけ入っては同盟を結んでこれを援助しな

がら領土を拡張していったと見傲されている.力によ

る領土拡張にはいつの世もこうしたことはつきまと

う.殺薮･残虐行為は許されるものではないカミ近代

科学のメスをもってもなお解き明かせない数々の文明

を創造したインカは余りにも短命にすぎた栄華とそ

の哀れな末路を想う時平和を好む人々であったと信じ

たい.そしてアマゾン川支流の湿潤地帯にr神の

汗｣を求め人跡未踏の山岳地帯に多種多様の鉱物資源

を求めたインカ帝国力ミリヤマ飼育の国営化と同様鉱

物資源の完全国有化を国家経済の基盤の一つとして事実

を見るとき苦労の多いその鉱物資源の開発に際して

神聖視されていた山に挑む人々の悩みおののく姿が循佛

する.�


